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検
討
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
地

域
一
体
で
観
光
・
物
産
の
Ｐ
Ｒ

の
た
め
「
ヤ
フ
ー
ド
ー
ム
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
駅
駐
車
場
の
駐
車
料
金

に
つ
い
て
は
、
情
報
収
集
中
で

あ
る
が
、有
料
（
管
理
費
程
度
）

で
運
営
し
た
い
と
の
こ
と
。
ま

た
ト
ン
ネ
ル
に
よ
る
水
枯
れ
問

題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
駅
周

辺
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
特
有
の
苦
労
が
あ
る
印

象
を
受
け
ま
し
た
。
駅
舎
整
備

に
つ
い
て
は
、
当
市
の
新
幹
線

駅
に
つ
い
て
も
大
い
に
参
考
に

な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
当
市
で

も
発
生
し
て
い
る
水
枯
れ
問
題

の
取
組
み
に
つ
い
て
も
大
変
参

考
と
な
り
ま
し
た
。
新
幹
線
駅

開
業
ま
で
間
も
な
く
で
す
が
、

観
光
宣
伝
な
ど
広
域
で
の
取
り

組
み
が
、
更
に
重
要
に
な
っ
て

く
る
と
感
じ
ま
し
た
。

◎
佐
賀
県
武
雄
市

　
「
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
を
活
用
し

た
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」
に

つ
い
て
佐
賀
県
武
雄
市
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

武
雄
市
は
、
佐
賀
県
の
西

部
に
位
置
し
、人
口
約
５
万
人
。

武
雄
市
長
の
樋
渡
啓
祐
氏
（
平

成
18
年
４
月
当
時
最
年
少
市

長
と
し
て
就
任
）
も
同
席
で
説

明
を
伺
い
ま
し
た
。

　

新
・
武
雄
市
が
誕
生
し
た

時「
何
か
新
し
い
特
産
品
を
！
」

と
の
声
に
応
え
る
べ
く
、
市
長

を
中
心
に
新
た
な
特
産
品
開

発
を
ス
タ
ー
ト
。
中
山
間
地

域
の
遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄

地
を
中
心
に
「
収
益
性
の
高

い
、
や
り
が
い
の
あ
る
農
業
の

確
立
」
の
た
め
、
食
用
・
薬

用
・
加
工
用
と
多
様
性
の
あ
る

ハ
ー
ブ
の
一
種「
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
」

に
着
目
し
ま
し
た
。

※
「
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
」
と
は
イ

ネ
科
の
多
年
草
で
、
東
南
ア
ジ

ア
が
原
産
の
ハ
ー
ブ
の
一
種
。

　

市
長
の
呼
び
か
け
に
対
し

て
、
市
内
の
農
家
等
３
組
織

が
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
の
栽
培
を
始

め
、
平
成
20
年
に
栽
培
農
家

等
が
結
集
し
て
農
事
組
合
法

人
を
設
立
し
ま
し
た
。
生
葉
や

乾
燥
・
焙
煎
し
た
レ
モ
ン
グ
ラ

ス
を
地
元
旅
館
や
物
産
館
な
ど

と
連
携
し
て
販
売
、
武
雄
市
内

の
食
品
会
社
等
と
連
携
し
て
レ

モ
ン
グ
ラ
ス
を
使
っ
た
ゼ
リ
ー

や
こ
ん
に
ゃ
く
、
と
こ
ろ
て
ん

な
ど
の
加
工
食
品
を
販
売
。
ま

た
、
市
内
の
企
業
が
入
浴
剤
を

開
発
す
る
な
ど
レ
モ
ン
グ
ラ
ス

を
活
用
し
た
農
商
工
の
連
携

が
行
わ
れ
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
販
路
に
つ
い
て
は
、

市
の
職
員
が
自
ら
営
業
マ
ン
と

な
り
、
百
貨
店
・
小
売
店
な
ど

に
赴
い
て
い
ま
す
。

　

市
長
の
発
案
に
、
協
力
し
た

生
産
者
と
、
そ
れ
を
加
工
し
て

商
品
化
し
た
地
元
企
業
が
う
ま

く
連
携
し
て
い
る
印
象
を
受
け

ま
し
た
が
、
販
売
ル
ー
ト
に
つ

い
て
は
、
市
の
職
員
が
開
拓
し

て
お
り
販
路
拡
大
に
大
変
苦
労

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
当
市
に

つ
い
て
は
、
東
京
に
近
い
の
が

羨
ま
し
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

新
幹
線
が
開
業
し
た
暁
に
は
、

東
京
と
の
距
離
が
さ
ら
に
近
く

な
る
の
で
、
農
産
物
や
土
産
品

に
お
い
て
も
、
ブ
ラ
ン
ド
化
が

急
が
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

◎
熊
本
県
玉
名
市

　
「
新
幹
線
駅
周
辺
整
備
と
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」
熊
本
県

玉
名
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

玉
名
市
は
熊
本
県
の
北
部
に

位
置
し
、
人
口
６
万
９
０
０
０
人
で

熊
本
県
の
北
の
玄
関
口
あ
り
、

玉
名
温
泉
が
あ
る
な
ど
新
幹
線

開
業
後
は
当
市
と
類
似
す
る

点
が
多
い
。
九
州
新
幹
線
は
、

平
成
23
年
春
に
全
線
開
通
予

定
で
あ
り
、
新
玉
名
駅
は
博
多

か
ら
約
76
㎞
で
、
開
通
す
る
と

約
30
分
～
40
分
で
結
ば
れ
ま
す
。

　

新
玉
名
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く

り
テ
ー
マ
は
、
“
ひ
と
・
自
然
・

文
化
・
広
域
「
ふ
れ
あ
い
・
交

流
」
拠
点
の
創
造
”
を
実
現

す
る
た
め
に
、「
交
流
・
ふ
れ

あ
い
空
間
の
創
出
」、「
県
北
の

生
活
文
化
拠
点
の
創
出
」、「
玄

関
口
の
形
成
」、「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
活
用
」、「
中
心

市
街
地
の
と
の
連
携
」
を
具
体

的
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
と
し

て
い
ま
す
。
整
備
す
る
構
想
区

域
で
の
地
権
者
と
の
合
意
問
題

や
こ
の
整
備
区
域
が
、
埋
蔵
文

化
財
の
包
蔵
地
で
あ
り
、
周
辺

で
発
掘
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る

た
め
、
10
年
ス
パ
ン
の
３
段
階

で
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
中
心
市
街
地
か
ら
３
㎞
も

離
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
駅
が
で

き
る
の
で
、
中
心
市
街
地
と
の

結
び
つ
き
が
難
し
い
と
の
課
題

も
あ
り
ま
す
。
駅
舎
に
つ
い
て

は
、
市
民
も
交
え
た
検
討
会
で

決
め
て
機
構
へ
伝
え
、
田
園
の

駅
、
森
の
な
か
の
駅
、
お
も
て

な
し
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
デ
ザ

イ
ン
し
ま
し
た
。
駅
の
周
辺
に

は
何
も
な
い
の
で
、
駅
舎
・
高

架
の
下
に
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

(

４
０
０
㎡
）
を
併
設
し
（
玉

名
市
で
整
備
）、
観
光
案
内
、

物
産
の
紹
介
・
販
売
、
軽
食
の

提
供
も
考
え
て
い
ま
す
。
地
域

振
興
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
民

と
市
役
所
か
ら
な
る
「
九
州
新

幹
線
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
戦
略

会
議
」
を
設
立
し
、
新
幹
線

を
活
用
す
る
施
策
に
つ
い
て
の

　

モ
ノ
・
コ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・

行
事
・
観
光
資
源
な
ど
の
個
別

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
展
開
す
る

だ
け
で
な
く
、「
宇
部
市
」
そ

の
も
の
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
す

る
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室
を
設
置

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
な

ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

財
源
と
し
て
は
、
市
の
財
政

負
担
は
伴
わ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
、
地
元
の
企
業
、
商
店
、

団
体
、
個
人
な
ど
の
協
賛
・
協

力
を
得
て
い
る
こ
と
な
ど
が
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

所
及
び
弥
栄
診
療
所
の
職
員

を
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
５
～
６

名
配
置
す
る
。
地
域
担
当
職
員

は
、
担
当
す
る
自
治
会
に
行
政

情
報
の
提
供
、
地
域
と
の
連
携

を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の

現
状
把
握
に
努
め
、
自
治
会
が

主
体
的
に
行
う
地
域
活
性
化

計
画
の
策
定
に
支
援
を
行
い
、

財
政
的
支
援
も
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

地
域
内
で
若
者
が
活
動
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
住
民

も
刺
激
を
受
け
、
高
齢
者
の
生

き
甲
斐
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

◎
山
口
県
宇
部
市

　

宇
部
市
が
取
り
組
ん
で
い
る

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
に
つ

い
て
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　

宇
部
市
は
山
口
県
西
南
部
、

瀬
戸
内
海
に
面
す
る
山
口
県
有

数
の
工
業
都
市
で
す
。
明
治
期

以
降
の
石
炭
産
業
の
隆
盛
に
よ

り
、
一
九
二
一
年
に
市
制
を
施

行
。
戦
後
、
素
材
供
給
型
化

学
工
業
を
中
心
と
す
る
臨
海
工

業
都
市
へ
と
変
身
。
そ
の
過
程

で
生
じ
た
公
害
や
環
境
問
題

を
官
民
一
体
と
な
っ
て
克
服
し
、

現
在
は
環
境
共
生
都
市
と
し
て

も
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
島
根
県
浜
田
市

　

過
疎
集
落
活
性
化
に
取
り

組
む
集
落
支
援
員
に
つ
い
て
、

島
根
県
浜
田
市
弥
栄（
や
さ
か
）

地
区
を
視
察
し
ま
し
た
。
人
口

は
約
一
六
〇
〇
人
。
限
界
集
落

（
高
齢
化
率
50
％
以
上
、
戸
数

19
戸
以
下
）
６
集
落
、
危
機
的

集
落
（
高
齢
化
率
70
％
以
上
、

戸
数
９
戸
以
下
）
２
集
落
、
高

齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
り
集
落

機
能
の
維
持
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

弥
栄
自
治
区
地
域
自
治
機

能
活
性
化
支
援
事
業
は
、
財
源

を
旧
合
併
市
町
村
の
基
金
を
地

域
振
興
基
金
と
し
て
使
用
し
、

高
齢
化
の
進
展
又
は
人
口
の
減

少
に
よ
り
地
域
の
活
力
が
低
下

し､

充
分
な
地
域
自
治
機
能
が

発
揮
で
き
な
い
現
状
を
打
破
す

る
た
め
、当
該
自
治
会
に
対
し
、

住
民
と
行
政
の
対
等
な
協
働

関
係
を
維
持
し
つ
つ
、
補
完
性

の
原
理
に
配
慮
し
た
人
的
支
援

及
び
財
政
的
支
援
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
地
域
自
治
機
能
の
活

性
化
を
図
り
、
誰
も
が
暮
ら
し

や
す
い
地
域
社
会
の
形
成
を
促

進
し
て
い
ま
す
。

　
人
的
支
援
と
し
て
、
地
域
担

当
制
度
と
し
て
27
自
治
会
を
７

ブ
ロ
ッ
ク
に
区
分
し､

弥
栄
支

根
地
区
が
先
進
的
な
活
動
を
し

て
お
り
、
こ
れ
を
モ
デ
ル
に
旧

６
町
に
地
区
振
興
会
を
立
ち
上

げ
て
い
ま
す
。

　

住
民
自
治
活
動
へ
の
行
政
側

の
支
援
は
、
地
域
活
動
に
伴
う

組
織
運
営
や
事
業
活
動
に
対

し
一
定
の
財
政
支
援
、
職
員
が

地
域
振
興
会
の
事
務
的
な
サ

ポ
ー
ト
を
含
め
地
域
活
動
へ
の

積
極
的
な
参
加
の
中
で
、
各
種

制
度
の
紹
介
や
市
内
の
動
き
な

ど
の
情
報
提
供
を
通
じ
て
、
住

民
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、

継
続
的
に
地
域
活
動
を
支
え
て

い
ま
す
。

　

地
域
振
興
会
の
具
体
的
活

動
と
し
て
、
廃
校
を
利
用
し
た

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
川
根
や
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
ス
ー
パ
ー

の
経
営
な
ど
地
域
力
を
利
用
し

て
の
取
り
組
み
が
参
考
と
な
り

ま
し
た
。

◎
広
島
県
安
芸
高
田
市

　

振
興
会
の
住
民
自
治
活
動

と
そ
の
支
援
に
つ
い
て
広
島
県

安
芸
高
田
市（
あ
き
た
か
た
し
）

を
視
察
し
ま
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
に
「
住

民
と
の
協
働
」
を
掲
げ
、
市

内
32
地
域
に
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
「
地
域
振
興
会
」
と

６
つ
の
連
絡
協
議
会
を
設
け
、

ま
ち
づ
く
り
に
自
分
た
ち
の
声

が
届
く
仕
組
み
を
立
ち
上
げ

て
い
ま
す
。
32
の
地
区
振
興
会

は
、
も
と
も
と
大
字
、
町
、
村

の
中
の
大
き
な
区
域
や
、
小
学

校
区
と
い
っ
た
昔
か
ら
の
ま
と

ま
り
を
中
心
に
し
て
出
来
て
い

ま
す
。
水
害
を
契
機
と
し
て
川

安芸高田市役所にて

宇部市役所にて

レモングラスを使ったハーブティー

新玉名駅建設現場にて

総
務
委
員
会      

  

総
務
委
員
長 

小
林 
喜
美
治
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